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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 バーナと送風機を作動することによって発生させた燃焼ガスにより水管を加熱するボイ
ラであって、燃焼開始前に送風機を作動してプレパージエアーを炉内へ送り、炉内を換気
するプレパージを行っているボイラにおいて、燃焼を行い燃焼ガスを発生する燃焼室と、
燃焼室から送られてきた燃焼ガスを通して水管を加熱する燃焼ガス通路を設け、燃焼ガス
は燃焼室から燃焼ガス通路へ移動させるようにしておき、燃焼ガス通路内の燃焼ガスが流
動する部分であって燃焼ガス流にとって上流側の部分に蓄熱体を設置し、バーナ燃焼時に
は燃焼ガスを蓄熱体に接触させることで、燃焼ガスの熱を蓄熱体に伝えて蓄熱体に熱を蓄
え、プレパージ時にはプレパージエアーを蓄熱体に接触させ、蓄熱体に蓄えていた熱によ
ってプレーパージエアーを加熱することができるようにしたことを特徴とする蓄熱体付ボ
イラ。
【請求項２】
　請求項１に記載の蓄熱体付ボイラであって、蓄熱体は、燃焼ガスの流動に抵抗とならな
いように、多数の穴を開けたものであることを特徴とする蓄熱体付ボイラ。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【産業上の利用分野】
　本発明は、蓄熱体付ボイラに関するものである。
【０００２】
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【従来の技術】
小型のボイラにおける燃焼制御は、蒸気圧力（蒸気温度）の値に応じて制御しており、蒸
気圧力値が下限値を下回ると燃焼を行い、上限値を上回ると燃焼を停止する制御を行って
いる。ボイラの燃焼を行うと、高温の燃焼ガスが水管を加熱し、水管内の缶水が蒸発して
蒸気を発生する。燃焼を行い、蒸気を供給することによって蒸気圧力が上昇し、蒸気圧力
値が上限値まで上昇すると燃焼を停止する。燃焼を停止している間は、蒸気供給が行われ
ないために蒸気圧力は低下し、蒸気圧力値が下限値まで低下すると燃焼を再開し、その後
も蒸気圧力値に応じて燃焼を発停することを繰り返す。ボイラの燃焼を開始する場合、着
火前に炉内から可燃成分をなくしておく必要があるため、燃焼開始前に送風機を稼働して
炉内へプレパージエアーを供給し、炉内を換気するプレパージを行った後で燃焼を開始す
る。
【０００３】
ボイラが燃焼を行っている場合、燃焼量の増減は燃料供給量及び燃焼用空気供給量を増減
するだけで行えるため、蒸気要求量に合わせて燃焼量を増減することができる。しかし、
ボイラの燃焼を停止した場合、蒸気圧力値が低下して蒸気供給の再開が必要となっても、
すぐに蒸気を発生することはできず、追随性が悪くなる。ボイラの燃焼開始時にはプレパ
ージが必要であり、プレパージを行っている間は蒸気の供給を行うことができないため、
その間は蒸気圧力が低下する。しかも、プレパージエアーは室温の空気であるため、プレ
パージを実施することによって水管及び水管内の缶水が冷却され、缶水温度が低い場合に
は燃焼開始後も缶水温度が上昇するまで蒸気を供給することができない。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明が解決しようとする課題は、燃焼を停止したボイラであっても、蒸気要求に対する
追随性を良くすることにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
バーナと送風機を作動することによって発生させた燃焼ガスにより水管を加熱し、水管内
の缶水を加熱して蒸気を発生させるボイラであって、ボイラの運転は、蒸気の圧力値に応
じて発停しており、蒸気圧力値が低下して燃焼を行う場合、燃焼開始前に送風機を作動し
てプレパージエアーを炉内へ送り、炉内を換気するプレパージを行っているボイラにおい
て、燃焼を行い燃焼ガスを発生する燃焼室と、燃焼室から送られてきた燃焼ガスを通して
水管を加熱する燃焼ガス通路を設け、燃焼ガスは燃焼室から燃焼ガス通路へ移動させるよ
うにしておき、燃焼ガス通路内の燃焼ガスが流動する部分であって燃焼ガス流にとって上
流側の部分に蓄熱体を設置し、バーナ燃焼時にはバーナと送風機を作動して発生させた燃
焼ガスを蓄熱体に接触させることで、燃焼ガスの熱を蓄熱体に伝えて蓄熱体に熱を蓄え、
プレパージ時にはプレパージエアーを蓄熱体に接触させ、蓄熱体に蓄えていた熱によって
プレーパージエアーを加熱し、加熱したプレパージエアーによって水管を加熱する。
【０００６】
【発明の実施の形態】
本発明の一実施例を図面を用いて説明する。図１は本発明を実施しているボイラの概要を
示した断面図、図２は図１のＡ－Ａ断面図である。缶体の上部には環状の上部管寄せ１、
下部にも環状の下部管寄せ２を設け、上下の管寄せの間は環状に並べた多数の内側水管３
及び外側水管４で連結している。内側水管３の下部と外側水管４の上部以外の部分は、そ
れぞれの隣接する水管の間を管軸方向に平行な閉そく用フィン８で閉そくしており、内側
水管３と外側水管４の間に燃焼ガス通路７を設ける。内側水管３で囲んだボイラ中心部分
は燃焼室９であり、燃焼室９上部にバーナ１０を設ける。
【０００７】
燃焼ガス通路７と燃焼室９は、内側水管下部の閉そく用フィン８を設けていない部分で接
続し、燃焼室９で発生した燃焼ガスは内側水管下部から燃焼ガス通路７へ入り、燃焼ガス
通路７を上向きに流れる。外側水管４の燃焼ガス通路７に面した側には熱吸収用フィン１
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１を設けており、燃焼ガスは熱吸収用フィン１１を加熱しながら流れる。燃焼ガス通路７
の上部に達した燃焼排ガスは、外側水管上部の閉そく用フィン８を設けていない部分を通
して取り出し、排気する。
【０００８】
燃焼ガス通路７の下部であって、燃焼ガス流にとっては上流側の部分に、耐熱性があり熱
を蓄えることのできる蓄熱体１２を設ける。蓄熱体１２の材質は、空気の流動がない場合
には熱の放出が少なく、蓄熱体の内部では熱を伝えやすいものがよく、アルミナ等のセラ
ミックスが適している。蓄熱体１２には多数の穴を開けており、燃焼ガスの流動には抵抗
とならないようにし、燃焼ガスの熱を蓄熱体１２に伝えやすく、逆に蓄熱体１２の熱をプ
レパージエアーに伝えやすい構造とする。
【０００９】
バーナ１０に空気の供給を行う送風機１３と、バーナ１０への燃料供給を制御する燃料供
給制御装置１４を設け、送風機１３と燃料供給制御装置１４は、ボイラの運転を制御する
運転制御装置６と接続する。また、運転制御装置６は、ボイラの蒸気圧力値を検出する圧
力検出装置５と接続しており、圧力検出装置５で検出した蒸気圧力値に基づいてボイラの
運転を制御する。
【００１０】
圧力検出装置５にて検出した蒸気圧力値が、あらかじめ定めておいた下限値を下回ると、
運転制御装置６はボイラの燃焼を開始する。運転制御装置６は、まず送風機１３を稼働さ
せて燃焼室９内へプレパージエアーを供給し、燃焼室９内を換気するプレパージを行う。
運転制御装置６は、一定時間のプレパージを終了後、着火装置（図示せず）を作動し、燃
料供給制御装置１４を開くことで、バーナ１０の燃焼を行う。
【００１１】
バーナ１０を燃焼させると、燃焼室９内で高温の燃焼ガスが発生する。燃焼ガスは、内側
水管３の下部から燃焼ガス通路７内へ入り、燃焼ガス通路７内を上方向へ向けて流れる。
燃焼ガス流の上流側である燃焼ガス通路の下部には、蓄熱体１２を設けているため、蓄熱
体１２に達した燃焼ガスは蓄熱体１２と熱交換を行い、蓄熱体１２を加熱する。蓄熱体１
２部分を通過した燃焼ガスは、内側水管３及び外側水管４の表面と、熱吸収用フィン１１
を加熱しながら流れる。水管を加熱すると水管内の缶水温度が上昇し、缶水は沸騰して蒸
気を発生する。
【００１２】
蒸気発生によって蒸気圧力が上昇し、圧力検出装置５にて検出している蒸気圧力値があら
かじめ定めておいた上限値まで上昇すると、運転制御装置６は燃料供給制御装置１４を閉
じ、送風機１３を停止してボイラの運転を停止する。燃焼を停止すると蒸気の供給がなく
なるため、蒸気圧力値は低下していく。蒸気圧力値が下限値まで低下すると、運転制御装
置６はボイラの燃焼を再開する。
【００１３】
燃焼を開始する際にはプレパージが必要であり、蓄熱体１２が熱を蓄えている状態で送風
機１３を作動し、プレパージを行った場合、プレパージエアーと蓄熱体１２の間で熱交換
が起こる。プレパージエアーと蓄熱体１２が接触すると、蓄熱体１２に蓄えていた熱がプ
レパージエアーに伝わり、蓄熱体１２がプレパージエアーを加熱することとなる。蓄熱体
１２によって加熱されたプレパージエアーは、燃焼ガス通路７を通過する際に、内側水管
３及び外側水管４の表面と熱吸収用フィン１１を加熱する。外側水管４は熱吸収用フィン
１１を設けているために特に多くの熱が伝わり、外側水管４内の缶水が加熱されて沸騰す
ると蒸気が発生する。内側水管３の燃焼ガス通路７側の面には熱吸収用フィン１１を設け
ていないために、内側水管３は外側水管４ほどは加熱されないが、高温のプレパージエア
ーによって加熱するものであるため、少なくともプレパージによって冷却はされるという
ことはない。
【００１４】
プレパージエアーによって水管を加熱することによって、プレパージの間にも蒸気を発生
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することができ、またプレパージエアーによって水管及び水管内の缶水が冷却されるとい
うことがないため、蒸気供給が遅れて蒸気圧力値が低下するということを防ぐことができ
る。
【００１５】
なお、火炎が蓄熱体１２に直接触れると、燃焼が不完全となる可能性があるため、蓄熱体
１２は燃焼ガス通路７に設け、燃焼の終わった燃焼ガスによって蓄熱体１２を加熱する方
がよい。
【００１６】
【発明の効果】
本発明を実施することにより、燃焼を開始する前から蒸気を供給することができるため、
蒸気負荷要求に強いボイラとすることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明を実施しているボイラの概要を示した断面図
【図２】　図１のＡ－Ａ断面図
【符号の説明】
１　上部管寄せ
２　下部管寄せ
３　内側水管
４　外側水管
５　圧力検出装置
６　運転制御装置
７　燃焼ガス通路
８　閉そく用フィン
９　燃焼室
１０　バーナ
１１　熱吸収用フィン
１２　蓄熱体
１３　送風機
１４　燃料供給制御装置
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